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1番花採花後の低温遭遇期聞がデノレブイニウム正ブルーマジックラと

4ガンマアーミの採花日，切り花本数と品質に及ぼす影響

簾瀬由紀夫

E宜ectsof duration of exposure low temperatures a:fter the primary flower harvest 

on the floweringラ yieldand quality of cut flowers in Delphinium hybridα‘Gamma 
Army' and 'Blue Magicラ

HIROSE Yukio 

要霞

デノレブイニウム‘ブ、ルーマジック¥ ‘ガンマアーミー'の早期もお求栽培において， 1番花採花後に株が休眠

し， 2番花以降の採1E日の遅延や採花本数の低下が恕こり問題となっている.そこで， 1番花採花後に 15，20， 25日

間，白熱抵混に遭遇させ‘その後の採花臼句規格lJlJの採花本数について調査した結果ブノレ…マジック'についてはお

お間または 20日間，‘ガンマアーミ…'については 20日間の自然抵混遭遇により，暖房を継続する区と比較して，

採花臼の前進やガンマアーミーについては採花本数の増加が見られた.

キ…ワード:デルフィニウム， 自然fJ;i:i監i蜜遇， {本自民，ロセ、ツト，地球?割愛化，高j都議議

1 ，緒言

エラータム系デノレフィニウムの早期促成栽培においては，

品種によって差はあるものの，秋~冬期に自然日長下で加混

栽培すると， 1悉荘の開花時期iこ，ロゼット化や休眠状態と

なる株が多く，その打破のためには謀花後の抵温遭遇が有効

であると報告されており(勝谷ら 2002a)，早期促成栽培の作

型では， 1番花採花後に 30日間程度自然低温に遭遇させるの

が一般的である(勝谷2003，2004). 

本j祭の早期促成栽培における主力品種‘ブツLーマジック'

と‘ガンマアーミ…'は， ロゼット性や休日民伎が弱くき l

花の抽台が終了する前iこ2番花の倒i芳三の描台が始まる連続抽

合性を持つため，栽域期間をとおして 13"(;以上での管理を行

っている.しかし最近，これら品種の栽培現場において

番花採詑後に株が休眠し， 2番花以降の接花岡の遅延や総採

花本数が減少するという問題が起こっている.

木県での主要作裂である早期促成栽培ではプラグ苗を早秋

に定摘する.デルブイニウムは冷涼な気伎を好社植物である

ので，近年の地球温暖化による定権時の気温上昇により苗が

衰弱し，この現象が起こっていると言われている.

においては定植民の後進，定機時期に被覆する寒冷紗の遮光

くする，ミスト冷房等の対策を実施しているが効果は

十分で、はない.

そこで，ニれらの品種についても， 1番控採花後に一定湖

問自然器混に遭遇させるニとにより， 2番花以降の採花が早

まるのではないかと考え，自然抵温遭遇期間が2番花以降の

採花日 切り花品質と関連する規格完iJ採花本数に及ぼ

、て検討を行ったので，その概要を報告する.

2.材料および方法

‘ブノレ…マジック'と ‘ガンマア…ミー'

ーラーハウスで脊菌した 72穴のセノレ成型笛を購入し，試験に

供試した.

2010年 9月諮問に，本葉が 5から 6枚展開

内iこ.畝楳 80cm，株間 20cm条関 30cmの2条植えとした.

自然紙混選遇期間以外は最抵温度を 13
0

Cで管壊した.ほぽ l

番花を採花し終えた 12月26日から暖薦を中ll:，

と{ll!]窓を開放し，自然抵混に遭遇させた.期間は， 15 S関，

20日開， 25日間とし，対照区として主民読して暖房する O日患

を設定した

各処理区 10株ずつ供試し，調査期間は6Jl 30 Sまでとし

た 2番花は花穂、の 80%，3番花は花穂の 60%が開花した時

点で採花し，採1ESと草丈，花穂長について調査し，表 lに

示した規格表にf齢、規格lJlJ採花本数を算出した.

2L llOcm 50cm 30cm 

L 90cm 40cm 25cm 

礼i 70cm 30cm 20cm 

S 50cm 20cm 10cm 

参考:JAJ潟桑
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図1 自然低温遭遇期間中のハウス内温度の推移

表2 自然低滋遭遇期間が‘ブノレーマジック'の2番花以降の採花自に及ぼす影響

自然低混 2悉花 3番花
遭遇期間 採花開始お採花終了日 平均ごとso 採花詩書始臼 採花終了日 平均土so

。日 3/13 5/4 4/7土12.6 5/31 6/29 6/12土7.4

1513 2/10 4/12 3/22土15.6 5/1 6/16 5/28 :と8.4

20日 2/10 4/4 3/23土8.9 5/1 6/17 5/27土8.8

25臼 3/26 4/6 3/31土3.8 5/16 6/29 5/30 ごと6.8

3番花の採:aは6ftl30日で打ち切った (n=10)

表3 自然低温遭遇期間が‘ガンマアーミー'の2番花以降の採花自に及lます影響

自然低温 2主香花 31番花

遭遇期間 採花開始日採花終了毘 平均ごとso 採花開始日 採花終了臼 平均土so
。隠 3/22 4/28 4/13 こ主9.9 5/22 6/30 6/17 :!:9.2 

15日 3/21 4/14 4/1土5.1 5/2 6/28 6/4土13.1

2013 3/15 4118 4/3土7.6 4/23 6/30 6/6 二と14.6

25臼 3/27 4117 4/6土4.5 5/15 6/28 6/7土10.7

3.結果

自然抵温遭遇期間中のハウス内混度の推移を図 1に示した.

自然低滋遭遇期間中は気温が低く，期間の後半の最低気温は

氷点下になる日も多かった.また，自然抵混遭遇期間の後期

となる l月 16日前後は風が強く，低混時の強風が原菌と考え

られる新築の傷みが見られた

勝谷ら (2002a)の試験では，自然低温遭遇期間が長くなる

ほど， 2番花， 3番花の採1tが短い期間に集中する傾向にある

と報告している.今回の試験でもその傾向を撮むため，自然

低温遭遇期開が 2番花， 3番花での採花おに及ぼす影響につ

いて調査し 4ブソレーマジック'は表2に， ‘ガンマアーミー'

は表3に示した.

‘ブ‘ノレーマジック'の 2番詑の採花開始日は，対照の自然

低温遭遇期障 O日夜では3月 13 13， 15 13， 20日慌では2月

10日， 25日区では3月 26日となり， 15日， 20 13区は， 013

区よりも 31日早くなったが， 25日症はoI3IKよりも 13日遅

3番花の採花は6ftl3013で打ち切った (n=10)

くなった.

2番花の開花終了日は， 0日程は 5月 413， 15白区では 4

月 12日， 20日区では4月4日， 25日広では4月 613となり，

O日区よりも 15日区は 2213， 20日区は 3013， 25日区は 28

5早くなった.

平均開花日誌， 0日症は 4月 7日であったのに対して， 15 

日区では 3月 2213， 20日区では 3月 23臼， 25日区では 3

月 21日となり，それぞれO日思より早くなった.

3番花の採花開始日は， 0日区が 5月 31日で、あったのに対

して， 15日， 20 13誌では 5月 113， 25おIKでは5月 16日で

あり， 0 13区よりも 1513， 20日誌では 30日早くなった. 25 

日芭では 15日早くなった.

3番花の採花終了日は O悶区と 25宿区は 6月 2913となっ

ているが， 6 J:J 30日で調査を打ち切った時点、で、切り前に達し

ていないものが残っていた.15日区と 20尽区で辻それぞれ6

月 16日と 17日で，この時点で 3番花の採花は終了し， 0悶

ぽよりも 13日， 12 13早くなった.
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3番花の平均採花日はo13区が 6月 12日， 25日震は 5月

30日となっているが， 6月3013の調査打ち切りまでにすべて

の3番花を採花できなかったため，本来の平均採花田は若干

遅くなり，したがって標準偏差の値も若干大きくなる.15 13 

芭では5月28日， 20日区では5Jl 27日となり， 0日区より

も早くなった.

‘ガンマアーミー'の 2番花の採花開始日は，自然低温j萱

遇期間 O日区が 3月22臼， 15日は 3月 2113， 20日症は 3

月 15日， 25 13区は3月27日となり， 15同院では 013区より

1 13， 20日涯では7日早くなり， 25日区では， 5日遅くなっ

た.

2番花の謀花終了日は， 0日院では4Jl28日， 15日区では

4月 14日， 20日区では4月 1813， 25日臣では4月 17日と

なり， 15日区はo13区より 14日， 20日区は 10日， 25 13区

は 11日早くなった.

2番花の平均採花日は， 0日誌が 4月 1313，羽田区が 4月

l日， 20 13芭が4Jl 3日， 25 13広が4月6日となり，自然低

温i藍遇rz:でネくなった.

3番花の採花開始日は， 0臼毘が 5月22日で、あったのに対

して， 15日産は5月213， 20 13区は4月23日， 25日区では

5月 15隠であり， 15日区はo13区より 2013， 20臼区は 29

日， 25日臨は7日早くなった.

3番花の採花終了日は013区と 2013 rz:は 6月30臼， 15日

区とおお区は6月28日となった.‘ガンマアーミー'につい

ては，すべてのほで6月30日の謂査を打ち切った時点、で、切り

前に達していないものが残っていた.

3番花の平均採花臼は013区が6月 17日， 15田区が6月4

日， 20 13区が 6月6日， 25白区が6月7臼となっているが，

どの芭も6月30日の調査打ち切りまでにすべての3番花を採

花できなかったため，本来の平均謀花関は若予選くなり，し

たがって標準偏差の値も若手大きくなる.自然低温遭遇した

各伎の平均採花おは， 013rz:の 6Jl1713よりも早くなった.

エラータム系デルブイニウムの切り誌は，主に業務用とし

て用いられるため一年を過して需要がある(勝谷 2004).デ

ルフィニウムの切り花単価は， 3L規格が最も高値となり，切

り花長が短い授格になるほど下がるが，業務用としての使い

やすさから市場の需要としてはし 2L規格が最も望まれてい

る.さらにデルフィニウムの早期促成栽培では，需要が多

く例年切り花単価が比較的高値で推移する4月10日までの期

間により多くの採花本数を得ることが営利的に重要である.

このような背景から，自然低温遭遇期間が規格J.lIJ採花本数に

及ぼす影響について，4月間日までとそれ以降の期間に分け，

‘ブ、ルーマジック'は表 4，表5に，‘ガンマアーミ…'は表

6，表 7，こ示した.

n 

表4 自然低滋遭遇期間の違いが gブルーマジック'の2番詑以降の規格別採花本数に及ぼす影響(採花期間:~4í10) 

規格別採花本数(本/株)

L M ーユ
uhn

自然低温遵還期間
3L 2L 5 規格外

013 10 1.2a O.la Oa O.la Oa Oa 1.4a 
15日 10 1.6a 0.7a 0.28 0.18 0.28 O.la 2.98 
20日 10 1.88 0.18 0.68 0.2a 0.18 08 2.88 
25日 10 1.4 a 0.4 a 0.2 8 0 8 0 a 0 a 2 a 

IIS * ns ns ns ns ns 
註)表中の*、料は分散分析で問、 1%水準で有意差あり、 nslま有意差無し

表中のアルファベットはチューキーによる多重比較で、異なるアルファベット間では5潟水準で有意差あり

n 

表5 自然抵温遭遇期間の違いが‘ブルーマジック'の2番花以降の規格J.lIJ採花本数に及ぼす影響(採花期間:4ill ~6í30) 

規格J.lIJ採花本数(本/株)

L M 計
自然低温遭遇期間

3し 2L S 規格外

O日 10 1.6 a 1.1 8 0.1 b 1.3 a 1.1 a 0.4 a 5.6 a 
15日 10 1.48 1.4 8 0.6 ab 1.2 a 0.7 a 0.1 a 5.4 8 
20日 10 0.9 8 1 a 1.6 8 1 a 0.4 a 0 8 4.9 a 
2513 10 0.3 a 1 a 1 8b 2.4 a 0.8 a 0.4 a 5.9 a 

ns m " m m m m 
注)表中の*、料は分散分析で5%、1%水準で有意差あり、 nsは有意差無し

表中のアルファベットはチューキーによる多重比較で、異なるアルファベット簡では時水準で有意差あり
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ヨ受6 自然抵温遭遇期間の違いが 4ガンマアーミー'の2番花以i泳の規格5JIJ採花本数に及ぼす影饗(採花期間:~4/10) 

規格別採:fE本数(本/株)
自然{丘滋遭遇期間

3L 2L L iv1 S 規格外 計

013 10 0.5a 0.1a 0.23 0.13 03 03 0.9b 

15臼 10 1.23 0.73 0.63 0.13 0.23 03 2.83 

20日 10 1.5 a 0.4註 0.83 0.83 0.13 03 3.63 

2513 10 0.6 3 0.6 8 1 8 0.9 a 0 a 0.2 3 3.3 a 

ns ns ns * ns ns ** 
i主)表中の*、料は分散分析で5%、出水準で有意2をあり、 nsは有意差無し

表やのアルファベットはチュ一三十一lこよる多重比較で、異なるアルブアベッi、開では防水準で有意羨あり

表7 自存在低j鼠遭遇期間の違いが‘ガンマアーミー'の2香花以降の規格男IJ採花本数に及ぼす影響(採花期間:4/11~6/30) 

自然抵iiili.遭遇期間

013 

15日

n 

10 

10 

3し

1.1a 

0.98 

2L 

1 ab 

0.6 8b 

規格別採花本数(本/撚)

L iv1 

0.1 8 

0.3 a 

0.9 a 

1.18 

5 
0.9 a 

1.5 a 

規格外

0.4 8 

0.8 a 

言十

4.4 b 
5.2 ab 

2013 10 1.1 a 1.4 a 0.8 a 2 a 2.1 a 0.8 a 8.2 8 

10 0.3a 0.1b 0.6a l.5a 1.4a 0.83 4.7b 

ns * ns ns ns ns * 
j主)蓄を中の*、料は分散分析で5%、ぬ水準で有意差あり、 nsは有意差無し

表中のアルファベットはチコーーキーによる多重比較で、異なるアルファベット関では料水準で有意差あり

4月 10以降の規格別採花本数は， 0 日誌は 31.が1.6 本， 21.昆させることにより 1~!1芽の拙台が促進され，抽台に必要な低

が1.1本，1.が 0.];本 Mが1.3本， sがl.l本規格外が 0.4混遭遇期間は品穏によって異なること している.休綻

ヌドの合計 5.6本であった. 15日区は， 3Lと2Lが1.4本，し

が0.6本， Mが1.2本， sが0.7本，規絡タトが 0.];本の合計 5.4

本であった.20日庄は 3Lが0.9本， 2Lが 1本， Lが1.6

Mが 1;本， sが0.4本，規格外が O本の計4.号本であった.25 

日区は 3Lが0.3本 2Lが l本 Lが 1本，1¥1が 2.4本， sが

0.8本"続格タトが 0.4本の合言l'5.9本で、あった.

‘ガンマアーミ…'の4月 10おまでの規格別採花本数では，

対照の駁然低温遭遇j現時 o13区は 3Lが株あたり 0.5本， 2L 

とMが0.1本， Lが0.2本， sと規格外が O本の合計 0.9本で

あった. 15お匹は 3Lが1.2本 2Lが0.7本 Lが0.6本，1¥1

がO.L本， sが0.2本授格外が 0本の合計 2.8本であった.

20阿部立 3Lが1.5本， 2Lが0.4本， L， 1¥1が 0.8本 Sが0.1

規格外が O本の合計 3.6本であった. 25日症は 3し 2L

が0.6本， Lが l本，1¥1が 0.9本， sがO本，規格外が 0.2

の合計 3.3本であった.

4 Fl 10以降の境絡別採花木数は， 013区は 3Lが1.1本， 2し

が 1ヌド， Lが0.1本， 1¥1， Sが0.9本，規格外が 0.4

4.4本であった 15 13区では， 3Lが 0.9本， 2Lが 0.6本，し

が0.3本， Mがl.l本， S;1;> 1.5本，規格外が 0.8本の合計 5.2

本で、あった. 20日症では， 3Lが1.1本， 2Lが1.4本，しが

0.8本，1¥1が 2本， Sが2.1-本，規格外が 0.8本の合計 8.2

であった. 25日gでは， 3Lが0.3本， 2しが O.1本， Lが0.6

;<jζ，1¥1が1.5本， Sが1.4本規格外が 0.8本の合計 4.7本で

あった.

4.考察

勝谷ら (2002a)は， 1:番花採花後に一定期間自然低混に遊

性の弱いにマジックファンテンズスカイブルー'では自然低

温遭遇20日間で90%が抽台しているため，‘ブルーマジック'

と‘ガンマアーミー'はこの品種よりもさらにロゼット性，

休日民性が鳴いので，低温選還期間は， 15 日間， 20日間， 25 

日間と設定した

通常，早期促成栽培での 2香花は， 4月 10日までに，

たり 3本程度の採花が可能であるが，対照としたお

~ji境関 o 13区では，‘ブルーマジック'が1.4 ‘ガンマア

ミ一、が 0.9本であった.当年も定植後，気温が 28
C
Cを超

えることが数釘あり，商品;隠とも早生の性質が強く，

ため、高温による株の笈弱が記こっていた

と考えられる.

ゼット化した株が抱台開花した場合，花茎の肥大や

花惑の奇形，小花数の異常な増加等により詞品価値が著しく

{法下すること されている(勝谷ら 1997).今臨の試験

では，両品種とも小花数の多いものがあったが，

少なく，また花茎の肥大や花穂の奇形は見られなかったため，

ロゼット{とよりも主に休眠によるものと考えられた.

‘ブ、ノレーマジック'の自然低温遭遇期間と採花釘の関係

2)をみると， 2番花では採花開始日は対照の O日区と比較し

て， 15日， 20日gは平く， 25 13 gは遅くなっているが，自

然{部長遭遇終了後から採花までの日数については， 0日区と

比較してすべての区において短くなっている.これは 2番花

の芽吹きから採芯までの期間が自然低iiili.遭遇により

ていることを示している.また， 自然低温遭遇期間が長くな

ると採花開始から採花終了までの期間が短くなり，採花が短

期間に集中することが分かった.特に， 15日区， 20臼区では，

対象と比較して採花鰐始寂が約 lヶ月早くなり平均開花日も
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約2遊間王手くなっている.自然低温に遭遇させることにより，

採花は営利的に有利な4A10民までの期間にほぼ収まるが，

低混遭遇期間が長くなると採花期間が短期間に集中するため，

市場価格の影響を受けやすく，また労力的な負荷が大きくな

ると考えられる.

‘ブ、ノレーマジック'の 3番花については，対照の O宿区と

比較して各区ともに，採花日が早くなっており，特に 1513 IK， 

20日区で、はその傾向が顕著であった.

本県の早期促成栽培の生産現場では例年6月30日前後を採

花終了としており， 15おと 20日区はこの期間までに採花が

終了したが， 013と2513区では切り前に遣しないものが残っ

た.

O日区と 25日症の平均採花日と標準備廷は拍台したすべて

の3番詑を課花できなかったため正確な値を反映していない

が， 6 A 30 13の時点で残っていた抽台本数から，探花期間の

ばらつきは 15日区と 2013IKと問手51度になると考えられた.

3番花については，各監の採花開始自の連れがそのまま平

均採花隠の連れにつながり，採花開始日のばらつきも各区で

と考えられるので，自然低減遭遇処理の影響は無いと

考えられた.

4ガンマアーミでの自然低潟遭遇期間が採花Rに及ぼ

す影響について以表 3に示す.各区における開花開始日安始

めとする各調査項自の値の推移については‘ブ〉レーマジック'

とほぼ需様の傾向にあった.

2番花の採花開始悶は対照、の O日区と比較して， 15日， 20 

R区は王手く， 25日区は遅くなっているが， 15日では l日.20 

m区では7日程度で‘フツレーマジック'ほど早くならなかっ

た.

開花終了臼もすべての広でO日区よりも 10白から 14日早

くなっている. しかし，営利的に有利な 4A 10 13までに 2

番花を切終えることがで、きた庇はなかった.平均採花岡はき O

I31Kと比較して各区ともに早くなった.

3番1tについては， 0日区と比較 も採花開始認が

前進し特に20日区はo13底よりも 29沼早くなっている.

またこの誌では2香花の採花終了から 3番花の採花開始まで

5尽照と鐙く，本来の連続抽台性の特性カ3加もている.

3番花の採花;ま各医とも調査打ち切りの6月30おまでに終

了しなかったため，本来の平均開花田は遅く，様準偏差の{痘

は大きくなると考えられた.切り訴に達しなかった本数は O

13， 25日誌で、多かった.

‘ブ〉レーマ、ジック¥ ‘ガンマアーミー'ともに， 自然低混

遭遇により， 2番花， 3番花の平均採花日が前進し，低温遭遇

期間が長くなると採花期間が短くなるという傾向は，勝谷ら

(2002a)が男IJの品種で行ったま式験と開様であった.

自然抵温遭遇期間の違いが規格男IJ採花本数に及ぼす影響に

ついては， ‘ブ、ノレーマジック'の4月 10日までの結巣では，

2L規格の採花本数が分散分析で有意差が見られたものの，チ

ューキーの多重比較では有意差が晃られなかった(表 4)，そ

の他の授格別採1t本数については，有意援が見られなかった.

さらに，自然低温に遊趨させた区の総、採花本数は対照のお然

低温遭7撞O臼区と比べて多く， 15日は2.9ヌド， 20日2.8;2ドと

O白区の1.4本よりも倍以上の値で、あったが，各医の 1株から

採花された本数のばらつきが大きく，有意護は見られなかっ

た.

4 A 11臼からの結果では，総採花本数では各区間で有意差

は見られなかったが，市場からの重要望の商いL規格の採花本

数で分散分析，チューキーの多重比較ともに有意義が見られ，

自然続滋に 2013遭遇させたEまでの採花本数が最も多くなっ

た(表 5). 

‘ガンマアーミ…'の 4月 10悶までの規格別採花本数につ

いては， M規格の採花木数では，分散分析によ

られたものの，チューキーの多重比較では有意援が見られな

かった総採花本数を見ると，自然低温に遭遇させることに

より，採花本数は多くなったが，遭遇させる期間の違いによ

られなかった(表6).

4 A 11日以降の規格別採花本数では， 2L規格において分

散分析による有意差が見られたが，チュ…キーの多護比較で

られなかった.総課花本数では，分散分析，チ

ューキーの多重比較ともに有意差が見られ，自然低温遭遇20

日区の採花本数が最も多かった(表 7).

今回の試験では，‘ブ、ルーマジック'においては，自然低視

に遭遇させても採花本数にはあまり影響しかったが(表4，5). 

自然低温の遵還により，平均開花日が前進すること， 25日間

の低温遭遇では採花期間が集中する(表 2)ことより，‘ブル

ーマジック'の自然低混の遭遇期間には， 15おか 20闘が適

当と考えられた.

‘ガンマアーミー'については，4A 10 13までの規格別採

詑本数では，自然低温遭遇による規格ごとの採花木数への影

り見られなかったが，総探花本数では，自然低混に

遭遇させたすべての毘で多くなっており， f丘温遭遇が採花本

数の増加に有意に働jくことが分かった(表6).また， 4月 11

mからの総、採花本数は 20日の自然抵潟遭遇で最も多くなっ

た(表 7). この品穏においても，自然低j患に遭遇させること

により平均開花おが平くなっており， 20臼IKでは2番花の採

花終了と H委花の採花開始の関陣が銭く，本来の連続抽台性

の特性が現れている.また，‘ブ、ノレーマジック'とj潟様におり

25日間の抵混遭遇期間では採花期聞が集中する(表 3).これ

らのことより， ‘ガンマア…ミー'の自然低温遭遇期間は 20

日が適当と考えられた.

デノレブイニウムの早期保成栽培では，ロゼットf七や休眠の

防止として一般的には議開栽培が行われているが(勝谷

2002b， 2003)，‘ブルーマジック¥‘ガンマアーミ…'ともに

ロゼット'投，休眠性が弱いため，本県の栽培現場ではあまり

実施されていない. しかしながら，自然低混処理後の寵照が

到花日数をさらに短縮することも報告されており(勝谷

2004) ，間品種においても適切な条件を検討することにより
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l i番花採花後の低温遭遇期間がデノレフイニウム‘ブルーマジック'と‘ガンマアーミー'の採花日，切り花本数と品質iこ及ぼす影響

照の効果が得られる可能性があるため，今後の検討課題とし

たい.

また栽土音期間中に暖房を中断することにより，暖房エネノレ

ギーが削減され，環境負荷抵減にも繋がると考えられる.
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